
32NICHIGIN 2014 NO.37

ト ピ ッ ク ス

新
日
銀
ネ
ッ
ト�

第
一
段
階
開
発
分
の
稼
動
開
始

▼
日
本
銀
行
は
、二
〇
一
四
年
一
月
六
日
、

新
日
銀
ネ
ッ
ト
第
一
段
階
開
発
分
の
稼
動

を
開
始
し
ま
し
た
。

【
日
銀
ネ
ッ
ト
の
概
要
】

▼
日
銀
ネ
ッ
ト
は
、
正
式
名
称
を
「
日
本

銀
行
金
融
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
」
と

い
い
、
日
本
銀
行
と
そ
の
取
引
先
金
融
機

関
と
の
間
の
資
金
や
国
債
の
決
済
を
オ
ン

ラ
イ
ン
処
理
に
よ
り
安
全
か
つ
効
率
的
に

行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
構
築
さ
れ
た
、

日
本
銀
行
が
運
営
し
て
い
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
こ
と
で
す
。
基
幹
的
な
決
済
シ
ス
テ

ム
と
し
て
、
一
九
八
八
年
に
稼
動
を
開
始

し
て
以
来
、
約
二
五
年
に
わ
た
り
、
わ
が

国
金
融
市
場
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
き
て
い
ま
す
。

【
新
日
銀
ネ
ッ
ト
の
構
築
】

▼
こ
の
日
銀
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
日
本
銀

行
で
は
、
金
融
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
情
報

技
術
革
新
の
進
展
と
い
っ
た
環
境
変
化
の

下
で
、わ
が
国
決
済
シ
ス
テ
ム
の
安
全
性
・

効
率
性
を
一
層
向
上
さ
せ
る
観
点
か
ら
、

シ
ス
テ
ム
基
盤
や
対
象
業
務
・
機
能
を
抜

本
的
に
見
直
し
、「
新
日
銀
ネ
ッ
ト
」
と

し
て
新
た
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

新
日
銀
ネ
ッ
ト
の
開
発
は
二
段
階
に
分

け
て
行
っ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
金
融
市
場

調
節
（
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
と
国
債
の
入
札

関
連
業
務
お
よ
び
国
債
系
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
の
受
渡
関
連
業
務
を
対
象
と
す

る
第
一
段
階
開
発
分
に
つ
い
て
、
予
定
ど

お
り
二
〇
一
四
年
初
に
稼
動
を
開
始
し
ま

し
た
。

　

現
在
は
、
二
〇
一
五
年
秋
か
ら
二
〇
一

六
年
初
を
予
定
し
て
い
る
第
二
段
階
開
発

分
の
稼
動
（
新
日
銀
ネ
ッ
ト
の
全
面
稼

動
）
に
向
け
て
、準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

第
二
段
階
開
発
分
は
、
当
座
預
金
決
済
や

国
債
振
替
決
済
を
は
じ
め
と
す
る
幅
広
い

業
務
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
日
本
銀
行

で
は
、
取
引
先
金
融
機
関
な
ど
関
係
者
の

方
々
と
協
力
し
な
が
ら
、
今
後
も
着
実
に

開
発
関
連
作
業
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
、
日
本
銀
行
Ｈ
Ｐ
の
「
新
日
銀

ネ
ッ
ト
」の
コ
ー
ナ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

二
〇
一
三
年
十
一
月
よ
り
、
新
し

い
「
国
庫
金
の
Ｏ
Ｃ
Ｒ
事
務
」
を�

ス
タ
ー
ト

▼
日
本
銀
行
は
、
全
国
の
金
融
機
関
（
約

四
四
〇
先
）
と
と
も
に
、
国
の
税
金
や
社

会
保
険
料
な
ど
の
「
国
庫
金
」
の
受
入
事

務
を
取
扱
っ
て
い
ま
す
が
、
二
〇
一
三
年

十
一
月
二
十
五
日
よ
り
、
国
庫
金
の
受
入

事
務
（
Ｏ
Ｃ
Ｒ
事
務
）
の
一
部
を
見
直
し

ま
し
た
。

【
国
庫
金
の
Ｏ
Ｃ
Ｒ
事
務
と
は
】

▼
国
民
や
企
業
な
ど
か
ら
金
融
機
関
に
持

ち
込
ま
れ
る
国
庫
金
の
受
入
件
数
は
、
年

間
一
億
四
千
万
件
程
度
あ
り
ま
す
。
こ
の

う
ち
六
五
〇
〇
万
件
弱
は
、
紙
の
証
票
を

使
っ
て
店
頭
窓
口
で
納
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
銀
行
で
は
、
全
国
の
金
融
機
関
か

ら
集
め
ら
れ
た
証
票
と
現
金
を
受
け
取

り
、
証
票
を
電
子
デ
ー
タ
化
す
る
Ｏ
Ｃ
Ｒ

（
光
学
式
文
字
読
み
取
り
）
処
理
を
行
い
、

政
府
預
金
に
入
金
し
て
い
ま
す
。

【
事
務
見
直
し
の
内
容
】

▼
日
本
銀
行
で
は
、
こ
う
し
た
Ｏ
Ｃ
Ｒ
事

務
に
使
う
シ
ス
テ
ム
の
更
新
の
機
会
を
捉

え
て
、
事
務
の
一
部
を
見
直
す
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
第
一
に
、
近
年
の
物
流

機
能
の
発
展
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
は
、

地
域
金
融
機
関
等
の
一
部
店
舗
が
同
地
域

に
あ
る
金
融
機
関
の
取
扱
っ
た
証
票
や
現

金
を
取
り
ま
と
め
た
う
え
で
日
本
銀
行
に

持
ち
込
む
と
い
っ
た
流
れ
と
し
て
い
ま
し

た
が
、
こ
れ
を
取
り
止
め
、
証
票
や
現
金

を
取
扱
っ
た
金
融
機
関
が
直
接
日
本
銀
行

に
持
ち
込
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

第
二
に
、
従
来
、
日
本
銀
行
の
す
べ
て

の
本
支
店
で
各
地
域
に
あ
る
金
融
機
関
の

取
扱
っ
た
証
票
の
Ｏ
Ｃ
Ｒ
事
務
を
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、一
部
の
支
店
（
二
六
店
舗
）

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
取
り
止
め
、
七
つ

の
本
支
店
に
事
務
を
集
約
し
ま
し
た
。
各

地
域
に
あ
る
金
融
機
関
の
取
扱
っ
た
証
票

や
現
金
は
、
こ
れ
ら
の
七
つ
の
本
支
店
に

送
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

【
金
融
機
関
と
の
「
対
話
」】

▼
新
し
い
事
務
を
始
め
る
に
当
た
っ
て

は
、
全
国
の
金
融
機
関
の
実
務
へ
の
影
響

等
も
考
慮
し
、
約
三
年
半
を
か
け
て
全
国

の
金
融
機
関
と
意
見
交
換
を
行
い
な
が

ら
、
実
施
に
移
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
こ
う
し
た
実
務
に
つ
い
て
金

融
機
関
と
し
っ
か
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
し
な
が
ら
、
国
庫
金
事
務
な
ど
の
効
率

化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

（
二
〇
一
四
年
一
月
）
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日
本
銀
行
本
店
本
館
を
舞
台
に�

ド
ラ
マ
撮
影�

▼
二
〇
一
四
年
一
月
に
、
国
の
重
要
文
化

財
で
あ
る
日
本
銀
行
本
店
本
館
で
、
ド
ラ

マ
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ド
ラ
マ
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
日
本
で
国

産
自
動
車
産
業
を
育
て
た
い
と
の
夢
に
向

け
て
奔
走
す
る
企
業
家
の
挑
戦
で
す
。
日

本
銀
行
は
、そ
の
夢
が
潰つ

い

え
そ
う
に
な
っ
た

と
き
、日
本
経
済
の
発
展
を
支
え
る
た
め
、

銀
行
団
に
よ
る
協
調
融
資
を
取
り
ま
と
め

る
な
ど
の
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　

日
本
銀
行
が
ド
ラ
マ
撮
影
に
協
力
す
る

こ
と
は
近
年
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
こ
の

ド
ラ
マ
は
、
昭
和
二
十
年
代
に
在
職
し
た

一い
ち
ま万
田だ

総
裁
の
実
話
を
も
と
に
し
た
話
で

あ
る
う
え
、
金
融
政
策
遂
行
の
難
し
さ
な

ど
、
現
在
に
通
じ
る
と
こ
ろ
も
含
ま
れ
て

お
り
、
日
本
銀
行
に
親
し
ん
で
頂
け
る
一

助
と
な
っ
た
な
ら
幸
い
で
す
。

「
第
九
回
日
銀
グ
ラ
ン
プ
リ�

～
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
の
提
言
～
」

の
決
勝
開
催

▼
日
本
銀
行
で
は
、
昨
年
十
一
月
三
十
日
、

大
学
生
を
主
な
対
象
と
す
る
金
融
経
済
分

野
の
小
論
文
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の

コ
ン
テ
ス
ト
「
第
九
回
日
銀
グ
ラ
ン
プ
リ

～
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
の
提
言
～
」
の
決
勝

を
本
店
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

▼
今
回
は
わ
が
国
の
金
融
に
関
す
る
テ
ー

マ
に
つ
い
て
、
全
国
の
三
九
大
学
か
ら
計

一
二
〇
編
の
論
文
が
寄
せ
ら
れ
、
一
次
審

査
（
書
類
審
査
）
の
結
果
、
五
チ
ー
ム
が

決
勝
に
進
出
し
ま
し
た
。

▼
決
勝
当
日
は
、
各
チ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ
れ

一
五
分
間
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
後
、
審
査
員
か
ら
の
質
問
に
答
え

る
か
た
ち
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

審
査
員
に
は
、
柏
木
斉
氏
（
経
済
同
友

会
副
代
表
幹
事
・
リ
ク
ル
ー
ト
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
取
締
役
相
談
役
）、
石
黒
不

二
代
氏
（
ネ
ッ
ト
イ
ヤ
ー
グ
ル
ー
プ
代
表

取
締
役
社
長 

兼 

Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
を
お
招
き
し

た
ほ
か
、
日
本
銀
行
か
ら
岩
田
規
久
男
副

総
裁
（
審
査
員
長
）、
佐
藤
健
裕
、
木
内

登
英
両
審
議
委
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

▼
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
に
は
、
武
蔵

大
学
チ
ー
ム
の
「
被
災
企
業
訪
問
か
ら

考
え
る
、
被
災
企
業
救
済
の
新
た
な
ス

キ
ー
ム
の
提
案 

～
災
害
に
強
い
国
づ
く

り
フ
ァ
ン
ド
～
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
本

提
言
は
、
東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
糧
と

し
て
、
民
間
資
金
を
主
体
と
す
る
被
災
企

業
支
援
フ
ァ
ン
ド
お
よ
び
情
報
提
供
等
を

行
う
支
援
機
関
を
創
設
す
る
と
い
う
も
の

で
す
。
こ
の
ほ
か
優
秀
賞
（
東
京
理
科
大

学
、
東
京
経
済
大
学
）、
敢
闘
賞
（
立
教

大
学
、
福
島
大
学
）
を
選
出
し
ま
し
た
。

▼
審
査
員
か
ら
、「
わ
が
国
の
金
融
に
関

し
て
健
全
な
問
題
意
識
を
持
ち
、
現
状
の

問
題
点
や
課
題
を
把
握
し
た
上
で
、
そ
れ

を
補
強
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や

実
務
家
へ
の
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
て
い

た
。こ
う
し
た
地
道
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
、

独
り
よ
が
り
に
な
ら
ず
、
地
に
足
の
着
い
た

提
言
に
結
び
つ
け
て
い
る
点
は
高
く
評
価

で
き
る
」
と
の
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
日
銀
グ
ラ
ン
プ
リ
に
つ
い
て
は
、
日
本

銀
行
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
専
用
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
て
、
概
要
、
決
勝
参
加
チ
ー
ム
の
発

表
論
文
全
文
お
よ
び
審
査
員
講
評
等
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
コ
ー
ナ
ー
や

Y
ouTube

で
は
、
今
回
の
決
勝
大
会
の

模
様
を
収
録
し
た
動
画
（
三
分
程
度
）
も

配
信
し
て
い
ま
す
。

▼
日
本
銀
行
で
は
、
二
〇
一
四
年
度
も
日

銀
グ
ラ
ン
プ
リ
を

開
催
す
る
予
定
で

す
。
た
く
さ
ん
の

ご
応
募
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

ドラマ（「リーダーズ」、TBS 系列で 2014 年 3
月に放映済み）の撮影の模様（左から、総裁役・
中村橋之介さん、名古屋支店長役・香川照之さ
ん、アイチ自動車工業社長役・佐藤浩市さん）

趣向をこらした
プレゼンテーションを展開

決勝進出チームの皆さん・審査員を囲んで
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■熊本県の営業部長「くまモン」が 1 月 6 日付で「し
あわせ部長」を兼務しました。「自分たちが気付か
なかった価値を再発見し、それを多くの人に伝えて
いく。そして自分たちの日常もより豊かにしてい
く」。小山薫堂氏の思いが、これからどのように地
域に根付き、更に新しい魅力を生み出していくのか、
今後の展開が楽しみです。
　小山氏にはお金を題材にした「勝手にテコ入れ」
も行って頂きました。お金に込められた思い、感謝
を大切にしていく、まさしく私ども日本銀行情報サ
ービス局が金融広報中央委員会事務局として推進し
ている「金融教育」の大事なポイントです。お金の
面から「生きる力」、「自立する力」を育むのが金融
教育です。小山氏のお話も参考にし、子供から大人
まで共感を得ながら「お金の知恵」を広めていけれ
ばと思っています。
　ちなみに、今回「地域の底力」で訪れた近江八幡
市。こちらでは住民が、埋め立てからお堀を守り、
水郷を守ったことが、今の観光の街

まちづく

造りの原動力に
なりました。「いいものを守ればおのずと商いにな
る」。小山氏のメッセージとも通じる取り組みでし
た。� （丹治）

※本誌は、全国の日本銀行本支店および貨幣博物館、旧小樽支
店金融資料館等でお配りしています。個人の方の定期購読、郵送
はお取り扱いしておりませんのでご了承ください。なお、既刊号全
文を PDF ファイル形式で日本銀行ホームページ上に掲載していま
すのでご利用ください。（http://www.boj.or.jp/announcements/
koho_nichigin/index.htm/）

※本誌に掲載している内容は、必ずしも日本銀行の見解を反映
しているものではありません。日本銀行の政策・業務運営に関
する公式見解等については、日本銀行ホームページ（http://
www.boj.or.jp/）をご覧ください。

編 集 後 記 「
日
本
銀
行
見
学
等
」
の
ご
案
内

▼
日
本
銀
行
で
は
、
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
本
店
本
館
（
旧
地
下
金
庫
エ

リ
ア
、
旧
営
業
場
、
史
料
展
示
室
）
お
よ

び
新
館
（
一
階
営
業
場
）
な
ど
の
見
学
案

内
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
銀
行

の
仕
事
や
建
物
、
貨
幣
の
歴
史
な
ど
を

テ
ー
マ
に
し
た
レ
ク
チ
ャ
ー
付
見
学
も
定

期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
（
無
料
）。

＊
詳
細
は
、
日
本
銀
行
Ｈ
Ｐ
の
「
広
報
イ

ベ
ン
ト
・
見
学
等
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

�

▼
ご
希
望
の
方
は
、
見
学
希
望
日
の
三
カ

月
前
か
ら
一
週
間
前
ま
で
に
、
電
話
で
ご

予
約
く
だ
さ
い
。

【
申
込
先
】

　

情
報
サ
ー
ビ
ス
局
（
見
学
受
付
）

　

〇
三
―
三
二
七
七
―
二
八
一
五

　
（
九
時
半
～
十
六
時
半
〈
月
～
金
〉）

▼
本
店
の
ほ
か
、全
国
の
支
店
で
も
、随
時

見
学
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
支
店
ご
と
に

予
約
方
法
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
お
手
数

で
す
が
、
見
学
を
ご
希
望
す
る
支
店
の
Ｈ

Ｐ
で
、
予
約
方
法
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
ま
た
、金
融
研
究
所
貨
幣
博
物
館（
①
）、

旧
小
樽
支
店
金
融
資
料
館
（
②
）
は
、
ご

予
約
な
し
で
ご
見
学
い
た
だ
け
ま
す
（
た

だ
し
、
二
〇
名
以
上
は
要
予
約
）。

＊
最
新
の
開
館
情
報
は
、
各
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

①�http://w
w

w
.im

es.boj.or.jp/

cm
/

②http://w
w

w
3.boj.or.jp/otaru-m

/

▼
多
く
の
方
の
お
越
し
を
、
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

旧地下金庫エリア

史料展示室の模様


